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第
11
回
支
部
執
行
委
員
会
は
９
月
17
日
、
12
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
京
都
事
業
団＝
最
賃
引
き
上
げ
の
対
応
。
契
約
単
価
の
改
定
が

難
し
く
、
厳
し
い
状
況
。

○
宇
治
事
業
団＝

駐
輪
場
の
時
間
延
長
で
、
無
断
駐
輪
が
時
々
。

ま
た
現
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
等
の
寸
借
詐
欺
が
あ
る
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
管
理
の
駐
輪
場
で
は
管
理
者
の
料
金

立
替
や
月
極
料
金
の
独
断
割
引
な
ど
が
議
会
で
問
題
に
な
っ
た
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
建
交
労
中
央
本
部
・
第
27
回
定
期
大
会
（
８
月
30
～
31
日
）

○
出
席
・
松
永
（
支
部
選
出
）
、
木
ノ
下
（
全
国
部
会
選
出
）
。

○
中
小
企
業
内
で
の
賃
上
げ
・
労
働
条
件
改
善
な
ど
要
求
実
現

の
労
働
組
合
活
動
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

②
京
都
総
評
・
第
98
回
定
期
大
会
（
９
月
６
日
）

○
職
場
内
で
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
の
意
見
、
地
区
労
協
で
の

基
地
拡
大
反
対
な
ど
の
平
和
課
題
の
取
り
組
み
の
報
告
。

③
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
27
回
定
期
大
会
（
９
月
７
日
）

３
．
次
回
支
部
定
期
大
会
の
準
備

①
議
案
説
明
の
職
場
集
会
の
開
催
日
程
報
告

②
次
期
執
行
部
体
制

○
執
行
委
員
は
定
数
20
人
以
内
。
現
執
行
委
員
の
重
任
を
基
本

に
立
候
補
の
集
約
。

③
代
議
員
の
選
出
と
大
会
運
営

○
８
月
末
の
現
勢
に
も
と
づ
い
て
代
議
員
の
選
出
を
急
ぐ
。

○
大
会
議
長
な
ど
大
会
運
営
委
員
の
検
討
。

○
来
賓
の
招
請
の
確
認
。
重
村
府
本
部
委
員
長
、
森
府
会
議
員
。

④
８
月
度
の
財
政
報
告
と
来
年
度
予
算
案
骨
子
の
報
告

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
京
都
高
齢
者
大
会
（
10
月
18
日
㈯
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

○
北
陸
新
幹
線
問
題
の
分
科
会
を
担
当
。

②
日
本
高
齢
者
大
会
（
11
月
11
～
12
日
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）

○
松
永
委
員
長
の
派
遣
を
決
定
。

10
月
15
日
㈬

第
12
回
支
部
執
行
委
員
会

18
日
㈯

第
24
回
京
都
高
齢
者
大
会

25
日
㈯

第
29
回
京
都
支
部
定
期
大
会

11
月
３
日
㈪

憲
法
集
会
（
13
時
30
分
～
、
円
山
野
外
音
楽
堂
）

11
～
12
日

第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会
（
埼
玉
県
）

19
日
㈬

新
年
度
第
１
回
支
部
執
行
委
員
会

22
～
23
日

第
62
回
事
業
団
・
高
齢
者
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運

動
交
流
集
会
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

生かそう憲法 守ろう９条

11･3憲法集会in京都
11月３日(月・祝) 午後１時30分 円山野外音楽堂
講演／高橋純子（朝日新聞編集委員･論説委員）

戦後･被爆80年 戦争しない させない 憲法生かして平和をつくる

午後３時15分ごろより 憲法ウォーク
祇園石段下～四条河原町～京都市役所前

主催：憲法９条京都の会／９条改憲NO！ 全国市民アクション･京都

10月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

旅館の豪華な夕食 （答えは８ページ）



京
都
支
部
第
29
回
定
期
大
会
は
10
月
25

日
午
前
に
開
催
し
ま
す
が
、
規
約
に
基
づ

い
て
代
議
員
制
を
取
っ
て
お
り
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
す
べ
て
が
直
接
参
加
し
て
討
議

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

職
場
集
会
を
開
催
し
て
事
前
に
議
案
の
内

容
説
明
を
行
い
、
意
見
を
い
た
だ
く
取
り

組
み
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
９
月
22
日
に
西
浦
公
園
、
９
月

29
日
と
30
日
に
京
都
高
齢
者
会
館
で
午
前

と
午
後
の
２

回
ず
つ
、
10

月
４
日
に
宇

治
高
齢
者
事

業
団
と
、
順

次
開
催
し
ま

し
た
。

ソ
ー
シ
ャ

ル
サ
ー
ビ
ス

協
会
京
都
事

業
所
の
組
合
員
へ
は
、
９
月
26
日
夕
刻
に

事
業
所
の
会
議
の
冒
頭
に
お
時
間
を
割
い

て
い
た
だ
い
て
行
い
ま
し
た
。

議
案
書
（
運
動
方
針
案
）
は
９
月
配
布

の
『
仲
間
』
に
同
封
し
て
お
届
け
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
集
会
で
は
、
山
川
書
記

長
が
議
案
の
説
明
を
行
い
、
参
加
者
か
ら

質
疑
応
答
や
日
常
の
作
業
の
状
況
な
ど
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
初
め
て
取
り
組
ん
だ
「
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
集
め
る
こ
と

や
、
補
聴
器
へ
の
公
的
補
助
や
敬
老
乗
車

証
の
制
度
改
善
の
要
求
実
現
、
来
春
に
予

定
さ
れ
る
京
都
府
知
事
選
挙
へ
の
対
応
な

ど
の
方
針
を
伝
え
ま
し
た
。

（
山
川
）

建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
の

第
21
回
総
会
は
、
９
月
19
日
㈮
午
後
か
ら
、

Z
o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
運
動
方
針
の
承
認
や
幹
事
の

選
出
が
行
わ
れ
た
ほ
か
「
全
国
雇
用
福
祉

事
業
団
協
議
会
」
設
立
準
備
、
全
国
運
動

交
流
集
会
の
詳
細
確
認
と
参
加
呼
び
か
け
、

お
よ
び
各
地
方
の
事
業
団
活
動
や
情
報
交

流
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

京
都
支
部
定
期
大
会
に
向
け
て

職
場
集
会
を
開
催
し
ま
し
た

建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
が
総
会
開
催

高齢者会館の会場にて

建
交
労

全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

戦
後
か
ら
80
年
、
あ
の
日
、
あ
の
時
代
と
変
わ
ら
ず
常
に
掲
げ
続
け
た
「
失
業
と
貧
乏

と
戦
争
に
反
対
」
し
、
民
主
主
義
を
守
ろ
う
！

物
価
高
騰
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
る
不
安
を
打
開
す
る
た
め
に
、
賃
上
げ
、
処
遇
改
善
、

公
的
就
労
を
勝
ち
取
り
、
市
民
生
活
を
守
ろ
う
！



―
―

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前

当
時
の
緑
化
土
木
は
市
営
住
宅
の
草
刈

り
が
主
で
、
北
は
楽
只
か
ら
南
は
久
我
の

ら

く

し

こ

が

も
り
の
市
住
を
回
り
ま
し
た
。
特
に
崇
仁

す
う
じ
ん

地
区
に
は
よ
く
入
り
ま
し
た
。
崇
仁
は
金

田
班
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
日
陰
で
作
業
し
て
い
て
も
、

作
業
服
は
汗
だ
ら
け
。
昼
の
休
憩
中
に
水

洗
い
し
て
、
日
向
に
干
し
て
お
き
ま
す
。

ひ

な

た

替
わ
り
の
服
が
な
い
の
で
、
な
ま
乾
き
の

服
で
ま
た
作
業
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
手
刈
り
と
カ
キ
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
た
ま
に
送
風
機
（
ブ
ロ
ー
）

も
使
い
ま
し
た
。
〝
強
〟
で
送
風
す
る
と

草
や
葉
が
四
方
へ
飛
び
散
り
ま
す
。
適
当

な
風
力
で
寄
せ
集
め
る
こ
と
も
教
わ
り
ま

し
た
。
先
輩
の
団
員
さ
ん
か
ら
「
３
ヵ
月

頑
張
っ
た
ら
認
定
（
？

失
業
給
付
）
が

も
ら
え
る
か
ら
、
や
め
た
ら
あ
か
ん
で
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
錦
林
、

き
ん
り
ん

養
正
、
改
進
な
ど
の
市
住
も
回
り
ま
し
た
。

よ
う
せ
い

か
い
し
ん

岡
林
信
康
の
「
山
谷
ブ
ル
ー
ス
」
じ
ゃ

さ

ん

や

な
い
け
れ
ど
「
今
日
の
仕
事
は
つ
ら
か
っ

た
。
あ
と
は
焼
酎
を
あ
お
る
だ
け
」
。
そ

ん
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
２
ヵ
月
ほ
ど
し

た
ら
、
事
務
局
の
富
田
氏
か
ら
「
明
日
か

ら
搬
出
（
パ
ッ
カ
ー
車
）
へ
行
っ
て
も
ら

い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
パ
ッ
カ
ー
車
の
助

手
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
２
台
あ
る
パ
ッ

カ
ー
車
の
う
ち
、
井
上
・
田
中
組
へ
の
配

属
で
す
。
丹
羽
・
松
本
組
に
も
乗
る
よ
う

で
し
た
。

パ
ッ
カ
ー
車
で
鴨
川
の
詰
所
に
集
め
ら

れ
た
ゴ
ミ
袋
の
収
集
で
す
。
鴨
川
上
流
の

柊
野
や
出
町
柳
へ
も
よ
く
行
き
ま
し
た
。

ひ
ら
ぎ
の

毎
日
が
ド
ラ
イ
ブ
の
よ
う
で
す
。
出
町
柳

の
ゴ
ミ
集
積
所
は
大
量
の
ゴ
ミ
袋
で
、
ゴ

ミ
袋
を
パ
ッ
カ
ー
車
に
放
り
入
れ
て
い
く

と
、
底
に
は
ネ
ズ
ミ
と
ア
ブ
ラ
虫
が
う
ろ

ち
ょ
ろ
と
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
が
満
杯
に

な
れ
ば
横
大
路
の
焼
却
場
へ
と
京
都
市
内

を
走
り
回
り
ま
す
。
途
中
、
深
草
の
弁
当

屋
で
昼
食
を
仕
入
れ
て
、
横
大
路
公
園
で

昼
食
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。市

住
で
刈
ら
れ
た
草
の
集
積
に
も
行
き

ま
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
積
ま
れ
た
草

を
パ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。
井
上

班
長
か
ら
「
最
後
の
仕
上
げ
は
搬
出
の
仕

事
。
刈
ら
れ
た
草
が
残
っ
て
い
た
ら
出
来

る
限
り
き
れ
い
に
し
て
帰
る
の
が
搬
出
の

役
目
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
最
後
の
仕
上
げ

が
大
切
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

パ
ッ
カ
ー
車
に
乗
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
京
都
に
住
ん
で
い
て
も
、
柊
野

や
横
大
路
な
ど
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
。
鴨
川
歩
道
を
車
で
走
る
な
ん

て
、
予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ５ )

緑
化
土
木
現
場
の
思
い
出
②

連
載
第
３
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

行
雲

流
水



11
月
１
日
㈯

古
典
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都

杮
落
し
公
演
／
宮
川
町
歌
舞
練
場
三
ツ
輪
座

市
民
大
茶
会
／
元
離
宮
二
条
城
清
流
園

秋
の
市
場
フ
ェ
ス
タ
／
京
都
中
央
卸
売
市
場

京
都
モ
ダ
ン
建
築
祭
／
公
開
建
物
の
べ
56
件

経
ヶ
岬
灯
台
一
般
公
開
／
京
丹
後
市
丹
後
町
袖
志

11
月
２
日
㈰

茶
源
郷
ま
つ
り
／
相
楽
郡
和
束
町
和
束
運
動
公
園

11
月
３
日
㈪

京
都
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ
／
東
本
願
寺
前
広
場

11
月
７
日
㈮

仏
教
美
術
展
／
京
都
文
化
博
物
館
（
三
条
高
倉
）

苔
・
こ
け
・
コ
ケ
展
／
京
都
府
立
植
物
園

11
月
９
日
㈰

嵐
山
も
み
じ
祭
／
嵐
山
・
渡
月
橋
上
流

11
月
15
日
㈯

伏
見
の
清
酒
ま
つ
り
／
伏
見
大
手
筋
商
店
街

11
月
16
日
㈰

熱
気
球
フ
ェ
ス
タ
／
城
陽
市
城
陽
五
里
五
里
の
丘

11
月
21
日
㈮

日
本
盆
栽
大
観
展
／
み
や
こ
め
っ
せ

11
月
22
日
㈯

窯
元
も
み
じ
ま
つ
り
（
陶
器
市
）
／
泉
涌
寺
周
辺

11
月
23
日
㈰

筆
供
養
／
東
福
寺
塔
頭
正
覚
庵

珠
数
供
養
／
赤
山
禅
院
（
左
京
区
修
学
院
）

11
月
24
日
㈪

献
菓
祭
／
平
安
神
宮

11
月
29
日
㈯

農
林
水
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

霜
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

茶
源
郷
・
相
楽
郡
和
束
町＝

し
も
つ
き

ち
ゃ
げ
ん
き
ょ
う

わ

づ

か

和
束
町
へ
は
木
津
川
に
沿
っ
た
国
道
１
６
３
号
の
途
中
、
支
流

の
和
束
川
を
上
る
府
道
５
号
へ
折
れ
て
車
を
走
ら
せ
ま
す
が
、
和

束
の
盆
地
に
入
っ
た
途
端
、
茶
畑
の
丘
陵
に
囲
ま
れ
、
そ
の
美
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
京
都
府
景
観
資
産
第
１
号
に
選
ば
れ
、
煎

茶
や
碾
茶
の
生
産
で
は
府
内
ト
ッ
プ
。
宇
治
茶
の
大
産
地
で
す
。

茶
源
郷
ま
つ
り
（
11
月
２
日
㈰

10
時
30
分
～
17
時
30
分
）

茶
ど
こ
ろ
・
和
束
で
、
茶
葉
の
収
穫
・
加
工
が
ひ
と
段
落
し
た

晩
秋
に
、
町
役
場
が
音
頭
を
取
っ
て
「
茶
源
郷
ま
つ
り
」
が
一
日

限
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

和
束
運
動
公
園
と
い
う
広
い
運
動
場
に
テ
ン
ト
を
並
べ
、
町
内

の
飲
食
店
や
工
芸
店
の
出
店
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
、
色
々
の
表

彰
式…

…

、
ま
ぁ
田
舎
の
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
然
と
し
た
催
し
。

お
茶
の
販
売
は
盛
ん
で
、
テ
ン
ト
の
前
で
大
き
な
焙
煎
機
が
動

き
、
出
来
立
て
の
ほ
う
じ
茶
を
即
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
香
り

の
良
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
終
了
直
後
の
午
後

５
時
半
か
ら
、
花
火
大
会
も
あ
る
ら
し
い
。

コ
ロ
ナ
前
に
私
が
行
っ
た
時
は
、
煎
茶
や
玄
米
茶
な
ど
を
山
盛

り
買
っ
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
お
茶
の
淹
れ
方
の
講
習
も
さ
れ
て

い
た
り
、
遠
く
イ
ン
ド
か
ら
紅
茶
の
試
飲
と
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

入
場
無
料
、
駐
車
場
も
無
料
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
加
茂
駅
か
ら
の

バ
ス
も
こ
の
日
は
無
料
。
少
々
遠
い
の
だ
け
が
難
点
。
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ６ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



暑
さ
も
少
し
和
ら
い
だ
９
月
末
、

久
世
健
康
友
の
会
「
歩
こ
う
会
」
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

阪
急
電
車
で
桂
か
ら
茨
木
市
へ
。

Ｊ
Ｒ
で
来
る
人
た
ち
と
合
流
し
て
阪

急
バ
ス
に
乗
車
。
30
分
ほ
ど
で
「
ダ

ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た
」
に
到
着
。
前

に
大
き
な
駐
車
場
あ
り
、
奥
に
広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ム
パ
ー

ク
入
園
料
（
千
百
円
）
と
、
ダ
ム
湖
を
ま
た
ぐ
金
属
の
大
き
い
吊

り
橋
通
行
料
（
550
円
）
を
払
っ
て
入
園
。
子
供
連
れ
の
家
族
、
若

い
カ
ッ
プ
ル
、
若
者
の
集
団
が
多
く
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
一
行
は
、
休
憩
す
る
こ
と
な
く
吊
り
橋
へ
。
吊
り
橋
は

全
長
420
㍍
、
湖
面
か
ら
の
高
さ
は
最
大
で
55
㍍
。
奈
良
県
十
津
川

村
の
「
谷
瀬
の
吊
り
橋
」
が
全
長
297
㍍
高
さ
54
㍍
で
、
大
き
く
揺

た

に

ぜ

れ
る
吊
り
橋
で
す
が
、
こ
ち
ら
も

揺
れ
る
が
、
さ
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
で
す
。
橋
の
中
ほ
ど
か
ら
見
え

る
景
色
は
、
大
阪
の
中
心
街
を
は

じ
め
360
度
に
視
界
が
開
け
、
谷
瀬

の
吊
り
橋
と
違
っ
た
開
放
感
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
渡
っ
た
先

に
は
休
憩
所
も
売
店
も
な
く
、

弁
当
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
人

は
引
き
返
し
て
昼
食
を
取
り
、

待
機
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
ま
ば
ら
に
座
っ
て
昼

食
を
食
べ
た
後
、
安
威
川
ダ
ム
の
周
り
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

「
安
威
川
ダ
ム
管
理
所
」
で
は
、
完
成
ま
で
の
資
料
や
周
辺
地

域
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
が
展
示
さ
れ
、
所
員
の
丁
寧
な
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
安
威
川
は
頻
繁
に
洪
水
を
起
こ
し
、
１
９
６
７
年
７
月

「
北
摂
豪
雨
災
害
」
を
契
機
に
ダ
ム
建
設
が
計
画
さ
れ
、
昨
年
、

56
年
ぶ
り
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
と
説
明
さ
れ
、
ま
た
こ
の
ダ
ム

が
発
電
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
治
水
対
策
と
し
て
都
市
近

郊
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
特
徴
な
ど
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
ム
本
体
の
一
番
上
の
「
天
端
道
路
」
を
歩
い
た
が
、

て

ん

ぱ

所
々
に
「
枠
か
ら
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
掲
示
板
が
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
「
出
る
人
」
が
い

る
の
だ
ろ
う
と
話
し
な
が
ら
渡
り
切
り
、

こ
こ
で
弁
当
を
持
っ
て
来
な
か
っ
た
人
た

ち
と
「
待
っ
て
い
る
間
、
ビ
ー
ル
を
飲
み

す
ぎ
た
」
と
の
照
れ
隠
し
を
受
け
な
が
ら

合
流
し
、
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ７ )

茨
木
・
安
威
川
ダ
ム
吊
り
橋
周
辺
を
散
策

あ

い

が
わ

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

安威川ダム

ダムパークいばきた

吊り橋の上で

吊り橋の主塔



10
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
朝
夕
は
涼
し
く

な
り
ま
し
た
が…

…

、
や
っ
ぱ
り
作
業
時

は
空
調
服
が
欠
か
せ
な
い
。
▼
ま
だ
ま
だ

暑
い
の
に
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

予
防
接
種
の
ほ
か
、
や
は
り
感
染
症
対
策

は
「
手
洗
い
・
手
指
消
毒
」
「
マ
ス
ク
の

着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
が
有
効
で

せ
き

す
。
▼
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が

感
染
す
る
と
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
用
心
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
民
党
流
〝
傲
慢
政
治
〟
の
ツ
ケ

自
民
党
総
裁
に
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て

高
市
早
苗
・
元
総
務
相
が
選
ば
れ
、
日
本

初
の
女
性
首
相
が
誕
生
す
る
の
か
と
思
っ

た
ら
、
公
明
党
が
自
民
党
と
の
連
立
政
権

か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
。
▼
こ
れ
を
書
い

て
い
る
時
点
で
は
国
会
は
ま
だ
開
い
て
お

ら
ず
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
届
く
頃
に
は

誰
が
次
期
首
相
に
指
名
さ
れ
た
の
か
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。
▼
自

民
党
幹
事
長
代
行
に
裏
金
問
題
で
自
民
党

役
職
停
止
処
分
を
受
け
た
萩
生
田
光
一
氏

（
旧
安
倍
派
）
が
就
任
。
高
市
氏
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
番
組
で
「
あ
え
て
の
起
用
と
思
っ
て

下
さ
い
」
と
語
る
。
自
民
党
が
「
政
治
と

カ
ネ
」
に
ま
み
れ
た
組
織
体
質
を
改
め
る

気
が
全
く
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
よ
う
な

も
の
。
公
明
党
で
な
く
て
も
愛
想
が
尽
き

る
。
▼
自
民
党
総
裁
選
以
来
、
政
局
混
乱

を
面
白
が
る
テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

は
、
そ
れ
だ
け
で
金
儲
け
が
で
き
る
が
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
物
価
対
策
に
手
を
付
け

る
の
？

す
ぐ
歳
末
商
戦
や
で
。
（
や
）

( ８ )

まちがいさがしのこたえ


